
共催：北海道大学グローバルファシリティセンター
北海道大学大学力強化推進本部 自然科学研究機構分子科学研究所（大学連携研究設備ネットワーク）

お申込方法

北海道大学創成研究機構グローバルファシリティセンターでは，最先端共用設備の活用による技術支援人材育成の
抜本的強化，国際的イノベーション人材育成プログラムの開発と実践を推進しております。このたび、第 7 回オー
プンファシリティシンポジウム特別企画としまして、SD 研修「アサーティブコミュニケーション研修　部局を超
えたプロジェクトを成功させるコミュニケーション術」を開催致します。

参加費
無料

部局を超えたプロジェクトを成功させる
コミュニケーション術

「アサーティブコミュニケーション研修」
特別企画　SD 研修　第 7 回　北海道大学オープンファシリティシンポジウム　

2020 年1月24日（金）10：00-15：00
会場　北海道大学学術交流会館　

講師紹介　株式会社アーシブ　中山　大輔 氏　

代表取締役 /社員研修アドバイザー
11 年間会社の総務人事担当者として、労務管理や社
員教育などを担当。研修会社に転職後、 日本全国で
延べ 2,000 時間以上の社員研修の実施に携わる。自
身がコンサルをしている介護施設の離職率を 20 ％か
ら 6 ％に下げ、ホテルでは新入社員の離職率が 50 ％
前後だったのを 1 年で 11 ％、 2 年目は ７ ％にする
などの成果を出している。

対象　技術職員・大学関係者等 定員　先着 30名

（北海道札幌市北区北 8西 5）

下記 URL 又は QR コードより必要事項を入力の上お
申込み下さい。
SD 研修のみの参加をご希望される方は、連絡事項欄
に、その旨をご記入ください。

（受付：9：30-）

（お問合せ）北海道大学グローバルファシリティセンター　
e-mail:event@gfc.hokudai.ac.jp

研修内容

アサーティブコミュニケーションの「アサーティブ」
とは「自分と相手を同等に尊重しながらも自身の意見
や気持ちを適切に表現すること」です。相手を不快に
させず自己主張はできるのか。相手を尊重しつつスト
レスをためないコミュニケーションはできるのか。こ
れから増えていくであろう部局を超えたプロジェク
トを成功させるためのコミュニケーション術を学びま
す。

▶申込締切：1/16（木）

▶旅費支給希望（学外技術職員限定　先着 10 名様）
シンポジウム及び SD研修に学外から参加される技術
職員で、所属大学において学外機器共用に携わって い
る方、部局や職域，大学を超えたプロジェクト推進に
取り組もうとされる方に、旅費の支給を行います。ご
希望の方は連絡事項欄に「旅費支給希望」とご記入く
ださい。（定員に達し次第、締め切ります。）
なお、旅費希望者は、別途
https://eqnet-study.jp/contact/　より大学連携 研究
設備ネットワーク事務担当へご一報ください。

担当：中村

第 4会議室

https://www.gfc.hokudai.ac.jp/information/activity/ofsymposium/


